
1995年　平成7年
6/10あだち 広報
第1090 号

● 発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18 　03( 3882) 1111㈹ 編集/ 企画部広報課　FAX3881- 6910

平
成

6

年
度

下

半
期

財

政

状

況

を

公

表

し

ま

す

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
財
政
状
況
を
年
―
回
、
6
月
と
1
2月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、平
成
6
年
度
下
半
期
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
図

表
は
平
属
了
年
1
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

平
成
6
年
度
一
般
会
計
予
算
現
額
構
成
比

特
別
区
債
の
現
在
高

区
の
施
設
、道
路
、公
圈
涯
ど
の
大
規

椣
な
建
設
事
業
等
に
は
、
一
時
的
に
多

貘
の
財
源
が
必
要
に
な
Q
i
y

。
そ
の

財
源
補
充
の
た
め
、
区
が
長
期
に
わ
た

っ
て
借
9
(
れ
た
資
金
の
状
況
で
歹
。

一時借入金

6 年度下半期
( 10月1 日～3
月31日)

には、 借り 入れは
あり ませんでした。

特別区債の現在高
<一般会計分>

<用地特別会計分>

区有財産の状況

区民一人あたりの区民税負担額と区支出額

ゆうあいの郷 六月

足 立 区 議 会

議長・ 副議長決まる

5月26日 に足立区議会臨時会が

開かれ、巌長に河合平内議員( 自

由民主党)、副議長に芦川武雄議

員(公明) が選出されました。

河合平内議長芦川武雄副議長

6
年
度
下
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
ゆ
呂

い
の
郷

六
月
(
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
(
ウ
ス
等
併
設
)

完
成

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
鵞

〃
蔑

▽
公
共
下
水
遭
整
備

▽
都
市
計
画
道
路
整
爾

▽
親
水
水
路
の
整
備

▽
姉
妹
都
市
提
携
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー

ベ
ル
モ
ン
ト
市
)
狛
周
年
記
念
事
業

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
予
鼻
課

(
3
8
8
2
)
L
L
L

㈹

6 月10日号 主な内容

平成6 年度
下半期財政状況 (

1

)

面

あなたの相談室　ほか (

2

)

面

保健ガイド　ほか (

3

)

面

有償刊行物紹介 (

4

)

(

5

)

面

くらしの情報 (

6

)

(

7

)

面

情報コーナー (

8

)

面

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「
R
の
お
店
」

区
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
ひ
サ
イ
ク

き

砲
咒
で
ぃ
る

小
売
盾
や
麋
狠
を
、ヽ
』み
減
!
・
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
庸
「
R
の
お
g

と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
お
店
は
、「あ
だ
ち
広

報
」
で
公
表
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
で
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で

紹
介
し
て
ぃ
家
f
'。
ま
た
、
お
店
で
作

季

恚
チ
ラ
シ
や
暼
俾
七

茴
唐

で

あ
i
y

蔘
喪
示
で
霤
ま
す
し
、
取
り
I

布

李
f
ゐ
で
、お
唐
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
も
っ
な
か
り
ま『

。

対
象
£
箋
l

唐
は
'
K
の
'
苫

に

取
ひ
叭
ん
で
ぃ
る
お
唐
で
f
'。

マ
リ
サ
イ
ク
ー

全

部
跚
品
(
エ
コ
マ
ー
ク
・
グ
ひ
I
ン
マ

ー
ク
商
品
等
)
の
積
極
的
な
取
り
扱
い

夸

癶
賑
売
&
仔
っ
て
ぃ
る
お
店

▽
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ト
を
設
置
し
て

ぃ
る
お
き

▽
店
頭
で
資
源
化
物
の
引
き
取
り
を
行

つ
て
い
ゑ

留

二

新
聞
紙
等
の
杳
紙
・

空

ピ
ン
・
空
缶
・
ト
レ

イ
・
紙
パ

ッ

ク

ー
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
乾
電
池
・
中
古

自
転
車
等
)

▽
―

の
販
充
お

よ
び
便
用
豪
目
秉

じ

ゅ
く
)
し
て
い

る
お
店

▽
過
剰
旬
装
を
目
粛
し
て
い
る
お
店

▽
買
い
物
袋
ま
た
は
か
ヽ
に蕚
優
一
U

て

い
る
お
店

▽
生
璧

黶

鶺

賢
者
膏
粨
ぷ
情
報
交
換

の
拠
癌
后

つ
て

、
地
犀

罠
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
勵
童
I
U

て
い
る
お
店

区
民
の
み
な
さ
ん
も
、
吁
常
忠

砺
の

中
で

「
R
の
お
g

を
有
効
に
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

な
お

、
「
R
の
お
苣

と
し
て
の
認

定
を
!

學

夊
芳

は
、
直
筆
豕
{
ほ
I

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎

リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

区 議 会

第2 回定例会

会期 6月13日～30日

次
9

沿
り
、
区
擧
霍
了
‘回
定

例
会
が
!

罟
9

チ

。
本
会
議
お

よ
び
耆
員
会
(
!

齧
霊
雪
!
饕

除
く
)
は
傍
聴
で
罌

ヂ

。
な
お
傍

―で
、
I髑
に
驫
{
い
袞

瞽
奔

廻
い
。

□
本
会
議

日
時
l
&

銛
・
1
4・
1
5

・
2
2・
叨
日
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か
ら

□
委
員
会

日

時
=

総
務
委
員
会

・・・
l
a

摎

冫
!
i

員

会
・
&

月
1
9
E
/

建
設
香
員
会
・・・
i
以

曾
/

区
民
委
員
会
・・
6

月
2
1
日
/

議
会
運

営
委
員
会
・・・
i
易

一
・
2
9
a
/

文
教

香
!

一一・・・
―
既

貲

冫

交
通
機
関
誘

致
対
策
特
別
署
!

一一・・・
i
瓜

甘
/

行
財
靤
収
善
調
査
特
別
署
員
会
:
6

月
2
8
a
(
以
汞

茗

香
!

唾

、
い

ず
れ

も
午
前
1
0
時
か
ら
)
/

都
市
環

塊
委
員
会
…
5
弓
s

ヨ
/

本
庁
舍
罫

利
用
瑤
設
叶
回
調
査
特
別
署

員
会
・・・
6

驫

咎
(

叭
よ
の
各
香
!

狂

午

後
F

時
一一
芬

か
ら
)

問
先
=

千
住

本
庁
舍
・
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
L
L
L

㈹

同
和
間
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
9
)

空
眠
縦
運
励
以
降
、
部
落
解
放

へ
の
勳
膏
ほ
毎
煢
祕
こ
り
、
同
和

地
g
の
人
連
に
よ
る
目
ら
の
力
で
解

取
し
爰
と
f
各
団
体
が
牛
罩
'
れ
て

罌
C
t

。

盟
腸

年
T
1
1
1

年
)に
は
、

岡
心
県
の
三
好
伊
平
次
ら
に
よ
。て

「懈
作
平
民
き
が
つ
く
ら
れ
、
『
部

酉
雫
黯
l

』冫
、
自
分
の
手
で
自

分
を
解
放
せ
よ
」
と
£
一一か
け
、
運

動
奎
旻
閧
し
て
い
き
豕
す
。

翌
年
に
は
奈
良
、
大
阪
S
こ
に
同

和
地
区
の
人
た
ち
に
よ
る
、
自
ら
の
力
1

が
番
R
I

篆
し
た
。

同
年
乙
p

ほ
、
大
阪
、
京
都
、
兵

庫
、
奈
艮
、
和
歌
山
、
岡
山
な
ど
の
各

府
県
の
有
志
が
集
ま
っ
て
、
全
田
的
な

運
動
組
概
体
で
あ
る
「
峇
娶
筒
胞
融

和
き

を
つ
く
Q
F

‥だ

。

盟
腸

誓
肖
に
結
虞
峇
れ
た
「
大

日
本
同
胞
融
和
き

の
連
匐
ば
、
譱
別

の
原
因
が
同
和
地
区
9

ひ

こ
の
言
葉

づ
か
い
や
、
服
装
あ
る
い
は
妥
湃
憤

翕
こ
に
あ
'
{と
!

へ

そ
れ
を
な
お
す
J
A
J

に
よ
っ
て
融
和
し
て
い
'
≒
と
し

た
も
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
運
動
は
部
萼
差
別

を
里
み
出
し
て
い
る
根
本
的
な
問
題

に
ま
で
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
完
全
解
放
へ
は
到
達
し
ま
せ
ん

で
レ
咫
。

大
正
1
年
に
は
、
第
一
次
世
界
大

軟
が
始
ま
り
奔
」一だ

。
日
本
の
経
済

は
。
そ
の
影
!

冪
吁
て
著
し
い
発

展
を
見
せ
た
反
面
。イ
ン
フ
レ
と
物

価
高
の
た
め
、
貧
富
の
甎
阨
一が
り

零
鄂
な
晨
漁
民
や
都
市
労
働
者
の
生

黔
が
I
!

じ
く
な
っ
て
い
っ
た
の

で
歹
。

◎
同
和
問
題
に
闘
ず
る
問
い
台
む
せ

は
、千
―

原
告
・
同
和
対
策
衵
§
へ

日
暮
里・
舎
人
線
建
設
事
業
の
公
聴
会
開
催
に
と
も
な
う

公
述
人
を
募
集
し
ま
す

都
で
は
、「日
暮
里
・
舎
人
線
建
設

事
業
」
の
環
境
影
鷽
ほ
即
書
案
の
内
容

に
つ
い
て
、
公
聴
侖
を
呎
り
こ
お
n
爬

催
し
豕
す
。
こ
れ
は
、
環
塊
保
全
の
見

撫
一一ら
、
都
民
の
皆
さ
ん
の
讐
覃
聡

く
た
め
に
行
2

煢

丶

開
催
に
と
も

な
い
公
雛
人
を
募
集
し
て
い
ホ
"
。

□
公
聴
会

日
時
叭
肖
R

二

木
)
、
午
後
1
時
!

£
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
こ
こ
ら
科

学
館
一
階
研
修
悪

傍
聴
=
傍
聴
人

は
1
5
0人程
鷹

当
屋
蕩
で
午
後
F
時
3
0

分
か
ら
雲

蔘
を
先
量
珊
に
配
布
し

ま
す

※
公
述
の
甲
出
者
が
な
い
場
合

は
、
-

□
公
述
人

募
s
人
員
菽
}
人
程
度
(
柚
遇

-
内
と
し
ま
す

申
込
=
公
述
申
出
書
を

窓
口
へ
廈
接
持
参
枩
ほ

郵
送

申
出

書
に
配
一
す
る
内
容
=
公
述
人
の
住

所
、
氏
名
(
ふ
ひ
が
な
)
、
i
話
番
号
-

代
表

者
氏
名
、
事
務
所
所
在
地
、
公
述
人
の
I
/

対
象
事
業
9

罧
/

公
述
～

要
旨

爾
甼
以
内
)

期
限
―

酋
1
3

日
～
2
7匯

申
先
=
都
・
環
袰
管
理
部

「
公
聴
き

担
当

〒
1
6
3
-酊

新
宿

区
西
新
宿
-
1
8
1
1
問
先
=
都
・

饗

鷲
疆

心～

韭
3
4
4
0

千
住
本
庁
舍
・
環
境
課

(
3
8
8
2
)
-
1
1
㈹

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い

季
節
に
な
ひ
I
レ
た
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
は
、
自
動
卑
、
エ
堤
、
ビ
ル
な
ご
か

扉

轡

れ
た
緊
栗
酸
化
物
。
炭
化
水

素
な
ど
の
大
気
中
の
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
蔕
吁
で
化
学
反
応
を
起

し
て
発
伍
泌
チ

。
目
や
の
ど
を
刺
激
)

た
り
、植
物
に
螽

害
を
与
え
ま
す
。

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
墜
卮
報
・
警
報
」

な
ど
が
出
た
と
き
に
は
、
皆
さ
ん
に
お

知
侭
F
i

ヂ

。
そ
の
時
に
ほ
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
る
べ
く

外
に
出
な
い
/
耨
外
運
動
は
止
め
て
、

室
内
に
入
る
/
自
勵
車
の
運
転
は
で
き

る
I
K

な
い
/
目
や
の
ど
に
刺
激
を

思
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
眼
を
洗
い
、
4
が

い
を
す
る

※
被
害
を
受
け
た
と
き

咳

最
寄
り
の
保
健
所
に
連
絡
し
哥

だ
さ
い

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
環
場

課
調
整
係

(
3
8
8
2
)
L
L
L

」
㈹

徳
行
者
へ褒

賞
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

-

鉄

廿
9
ン
事
件
に
お
い
て
、
営
四
靡
グ

関
駅
助
9
″じ
て
乗
客
へ
の
麭
豁

勵
に
よ
a
殉
職
さ
れ
、
I
(
等
瑞
宝

賞
を
受
章
さ
れ
た
高
橋
一
正
さ
ん

(千
住
四
丁
目
)
に
対
し
、
区
は
。

敬
意
を
霖
し
、
褒
賞
状
を
哂
禅
崟

し
た
。

《
総
務
課
》

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
相
談
室

□
人
権・
身
の
上
相
談

人
権
を
無
坩
ざ
れ
た
り
、
葛
家
曼

け
た
'に石
は
あ
ひ
轟
尤
か
。
人
権
相

談
委
員

簔
―
)
が
相
酸
に
応
じ
て
い

ま
す
。

相
談
日
時
旦
雪

褫
万
ぶ
(
躍

日
、
午
後
L
時
～
4
時

場
所
=
千
住

杢
i

一・
盾
霜
i

蚕

□
行
政
相
談

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
各
省

庁
・
公
社
・
公
団
・
区
役
所
の
江
事
に

関
す
る
要
望
や
雅
兄
。
苦
傭
は
あ
ひ
ま

せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員

簔
2
)

が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
日
時
=

毎
月
第
l
金
曜
日
、
午
後
L
時
～
4
時

珊
所
=
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
酸
室

表1　 人権擁護委員名簿

表2　 行政相談委員名簿

区民相談室
案内

区
で
は
、
人
権
・
身
の
上
相
談
、
行

政
相
談
の
ほ
か
に
も
、区
民
の
皆
さ
ん

に
役
立
つ
各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
困
っ
た
'
に戸
弔
心
配
な
'
と

が
あ
2
C

た
ら
、
迷
わ
ず
芻
電
話
ぐ
だ
さ

い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

1
7

無
料

※
秘
密
は
雌
荅
れ
ま

す

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談

室

〒
1
2
0千住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
1
㈹

◎ 翦1 ‘ 翦 畧蠶 已訟 謡 愬 讐r 譴 曝 醯 翦 黔 『 をあつせんしてい欝1 ‘ 翦 畧翦 已訟 謡 愬 讐r 譴 嘱 醯 翦 黔i
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保

健

ガ

イ

ド

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胄
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。
対
象
韭
詼
以
上
の
区
民

期
限
H
7

月
-
2
0

日

※
冐
を
廻
口

だ
万
、
冐
の
病

気
で
治
攣
中
の
万
、
妊
粐
‥そ
い
る
と

尽
p
れ
る
万
は
受
診
で
き
ま
廿
ん

□
女
性
の
が
ん
検
珍

乳
が
へ

子
宮
が
ん
の
阜
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。
対
象
芯
詼
以
上
の
女

性
区
民

場
所
H
区
内
実
屬
医
療
機
関

受
診
日
=
受
胎
票
の
指
定
期
間
内
に
受

黯
医
蘗
機
関
と
相
談
9

甕
診

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糟

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
皿
屁
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
り
の
で
歹
。

対

象
ふ

齧
叭
南
i
(

昭
和
5
年
t
t月
1

日
以
降
生
沢
)

ま
で
の
区
民

場

所
Ⅱ
区
内
実
廖
i

機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
。生
年
月
E

、
怜
笳

、
電
話
番
号

、

検
診
名
査
叨
記

。
受
診
羃
と

案
内
を
お

送
り
し
ま
す

※
消
化
器
が
ん

検
診

は

、
表
1

の
a

程
か
ら
検
診
日

、
耨
所

(第
1
希
望
ま
で
)
も
明
記

申
・
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0

千
住
1
1
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
L
F
L
L

㈹

表1　 消化器がん検診日程

が
ん
予
防
教
室
(
2
日
制
)

大
腸
が
ん
は
現
代
人
へ
の
警
告
?

が
ん
が
8
本
人
の
死
因
の
第
L
位
と

な
っ
て
1
0年
眤
衿
ま
す
。
そ
り
g
か

で
甎

大
腸
が
a

近
年
増
を

誓

い
ま
す
。
幸
い
現
在
は
、
か
な
a
阜
期

の
が
ん
も
蔀
兄
で
霤
9
6
つ
に
な
ひ
、

黎
9
も
の
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

が
ん
を
予
防
し
、
健
康
奮
祗
持
す
る

た
め
に
、
ま
ずル
活
螽
置
t

」と
の

大
1

か

日
時
・
内
容
等
=
表
2

定
員
=
5
0人
(

先
着
順
)

費
用
H
無
料

場
・
申
・

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
{
'
5
}
4
1
5
1

表2

骨粗しょ
う症予
防教室

日
時
・
場
所
等
£

シ
ウ
ー

内
容

骨
を
丈
夫
に
t
忿
犀
豕
と
運
励

定
S
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
先
着
順
)

申

込
H
電
話
S

用
=
無
料

表3

※ いずれも午後1 時30分～3 時30分( 6/ 22
のみ午前10時～正午)

政治家等の寄附は
禁止されています
有権者の
寄附要求も
禁止です

塾
擢

等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
夸
T
9

に戸
ほ
、
い

か
冫
忿
蓊
を
も
つ
で
I

も
の
で

も
翠
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
に
は

金
銭
だ
け
で
な
く
品
物
も
含
袤
れ
、
お

中
元
な
ど
を
囑
蜃
に石
や
、
祭
り
で
の

寄
啣
唇
右
で
罌

疂
ん
。
有
権
者
が

こ
れ
ら
を
求
め
る
冫
冫
S
罘
止
さ
れ
て

お
り
、
塾
擢
等
に
強
要
す
忝
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。ま
た
、政
治
家
等
は
、

暑
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
も
ぶ
耗
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
濫
買
乗
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
鷽
け
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
に
つ
な
が
Q
乖
'
。
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
儼
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
豐
飆
飆
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
L
L
L

㈹

緑の
大
敵ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6
月
と

8
月
の
年
λ
萱
笙
し
、
樹
木
に
被
害

を
も
な
孚
害
虫
で
す
。
越
冬
し
た
サ

ナ
ギ
が
日
い
小
竒
分
に
な
っ
て
匣
卵

し
、
6
月
中
旬
に
卵
が
か
え
り
ま
す
。

幼
虫
嶇
凪
)
↓
廿
チ
ギ
L
成
虫
魯

↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な
り
、
鳧
月
に
2
回

目
の
被
害
が
で
嫐
歹
。
6
月
に
完
全
に

退
治
す
れ
ぱ
、
a
月
に
は
ほ
と
ん
ど
発

生
じ
な
い
の
で
、
早
め
の
手
当
て
が
必

要
で
歹
。

□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の
裏

側
に
群
が
っ
て
巣
を
つ
く
2

ヂ
。
は

じ
め
は
、
葉
の
表
皮
だ
g
i
U

て
食

べ
る
の
で
、
葉
が
透
け
ヴ息

戞
J

つ

に
な
り
ま
す
。
巣
の
う
ち
に
駆
除
す
る

の
が
、
1

で
す
。好

ん
で
卵
を
亭
き

け
刄
冫
フ
タ
ナ
ス
、

桜
、カ
キ
、柳
な
ど
濫

釼
ち
の
方
は
、

特
に
注
意
し
て
葉
の
状
態
萱
原
察
し
て

く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
く
に
は

譽
簒
一つ
缸
告
、
そ
の
枝
葉
を
切

り
、
踏
み
つ
ぷ
す
か
、
す
ぐ
に
焼
却
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
切
ひ
取
っ
て
も
1
1
3

旦
泯

置
す
れ
ば
、
幼
虫
が
散
っ
て
し

ま
い
ネ
"
。
見
つ
け
し
だ
い
処
稈
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一
斉
に

発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
一
斉
に
」
な

け
れ
ぱ
な
n
ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
樹
木

瓰
木
)
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
駆

除
の
責
任
が
あ
2

チ
。
高
さ
が
l
m

以
上
も
あ
る
樹
木
、
所
有
者
不
明
の
樹

木
な
ど
、
駆
除
が
困
齡
な
場
合
に
は
、

担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
学
校
、公
園
、街
路
に
つ
い
て
は
、

霆
署
が
駆
除
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
で
駆
除
す
る
万
の
た
め

に
、
各
区
民
事
務
所
に
薬
剤
と
動
力
噴

霧
機
奮
配
備
し
、
貸
U
出
し
て
い
求
歹

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
衛
生
指
導
係

(
3
8
8
2
)
1
1

↓
㈹

アメリカシロヒトリは桜が大好物です

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
講
漬
会

『レ
ン
ズ
を
通
し
て
見
た

生
命
の
蝉
き
』
7

月
1
日
王
)
、

午
前
1
0時
～
正
午
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
/
講
師
・
田
遣
順
一
氏
(
写
真
家
)
/

福
祉
の
現
状
や
人
y
T
(と
の
心
の

交
流
の
大
切
さ
を
咢
蛋
蚕
/

無
料
/

新
田

　
(
3
8
6
0
)
3
7
5
6

☆
手
話
講
習
会
7

月
6
日
～
1
2月
1
4

日
(
毎
週
水
曜
日
)
、
午
後
1
時
4
5

分
F
7
時
茆
が
/
都
・
大
谷
田
更

生
館
/
初
級
・
中
級
・
乖
皀
に
関
心

の
あ
る
万
な
ら
ど
な
た
で
も
/
無
料
/

都
・
大
谷
田
更
牛
蕎
(
大
谷
田
1
-
4
4
-
3
)

(
3
6
n
5
)
3
7
8
0

☆
リ
ウ
マ
チ
の
変
形
と
靴
7

月
9

日

亘

、
午

後
L
時
卸
分
A

時
3
0

分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
シ
ュ
ー

フ
ィ
ッ
タ
ー
の
講
師
を
猖
き
話
を
き

き
ま
す
/
3
0
0円/
日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
全
釆
京
支
部
・
石
川

(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
第
1
2回
「
四
乖
翕
」7

月
1
0日

～
裙
甘
/
西
新
井
区
曷
彳
ヤ
ラ
リ
ー
(

サ
テ
ィ
4
階
)
/
油
絵
・
水
彩
・
日

本
回

な
ど
/
郤

心
者
出
品
歓
迎
/

矢
沢

　
(
3
8
9
8
)
6
8
0
8

=
募
集
=

☆
ギ
タ
ー
サ
L

ク
ル

「
ア
ン
サ
ン
プ
ル

フ
レ
ッ
ド

」

月
3

回
、
水
曜
日

、
午

後
7

時
1
9

時
/

ギ
タ
ー
で
の
合
奏
を

中
心
と
」
た

サ
ー
ク
ル
で
す

。
専
門
家

の
指
導
が
つ
罌

チ

の
で
朷
心
者
の
方

も
安
心
で
す
/
竹
の
詼
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
4

千
円
/
R

原

(
3
8
8
4
)
4
7
5
7

☆
写
真
ク
ラ
ブ
(

キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
)

昌
足

に
あ
た
り

、
会
員
を
募
笋
に‥ざ
ヂ
/

第
2
日
曜
日

、
午
後
F

時
廴

蒔
/

江
北
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

プ
ロ
桐
導

あ
り
/

入
会
金
1

千
円

、
月
額
千
5
0
0円
/

鈴

木

　
(
3
8
5
9
)
9
0
3
7

☆
棋
好
会

記
懼
力
が
つ
く
将
棋
を
覚

え
ま
せ
ん
か
/

毎
月
第
4
日
曜
a

、
午

前
1

時
～
正
午
/

佐
野
セ
ン
タ
ー
/

初

心
者
教
室
/

先
薯
瑣
人

孚
我

・
女
性

優
先
)

は

、
テ
キ
ス
ト
無
料
/

高
鳥

(
3
6
Q

む
)
5
5
2
0

☆
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
鹿
浜

第
1

・
―
火

曜
日
・・
鹿

浜
小

学
校

、
第
2

・
4
火
曜
日
・・・
旄
浜
セ
ン
タ
ー

、
い

ず
れ
も
午
譏
7
時
3
0分
F
9
時
/
入

会
半
円
、
月
額
1
千
2
0
0円/
荒
木

(夜
間
)

(
3
9
0
0
)
9
2
6
9

☆
水
星
諞
(
綾
瀬
教
室
)

第
1
・
4

火
曜
日
、
午
後
L
時
～
4
時
/
入

会
罕

瞋
円
、
月
額
7
‘千
円
/
初
心

者
の
方
に
譱
原
弓
指
導
/
障
害
者

の
万
は
月
額
を
半
額
に
/
横
島

l
a
Q
o
)
2
7
2
7

☆
第
£
期
フ
ォ
ト
ク
ダ
ン
ス
教
室
7

凧
猖
・
2
8吁
、l
a
…
7
2
4日
、9

月
1
4・
2
8
a
、
午
後
6
時
3
0分
～
1

時
3
0分
/
千
寿
第
三
小
学
校
体
育

館
/
1
6繻
以
上
の
区
民
の
方
/
5
0
0円/

卜
履
き
用
の
運
動
靴
を
痔
参
/
長

谷
部

　
(
3
8
6
1
)
9
0
6
5

☆
ギ
ル
ド
フ
レ
ン
ド
(
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
)

第
1
・
ゑ

薩
日
、
午
後
2

時
～
4
時
/
保
罹
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2

千
円
/
長
谷
川

1
8
8
9
)
{
q
p
り
6

☆
伊
興
俳
画
同
墅
=

第
F
・
l
土

曜
日
、
午
泌
T
時
L
1
時
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/
岸
本

1
8
5
3
)
Q
Q
0
2

☆
コ
ー
ル
ーソ
フ
ィ
ア
(
混
声
合
唱

団
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7
時
～
9

時
/
梅
島
小
学
校
/
月
額
1
千
円
/

男
声
・
女
声
ど
歹
宸
苛
/
林

　
(
3
8
8
9
)
9
9
8
0

地域での防災活動にお役立てください

起震車「震太くん」
6カ月前から予約できます

起震車「震 太くん」 とは…

地震のおそろしさは、実際に体験してみ

なくてはわかりません。「。1人くん」で は、
人工的 に揺れを起こし 、大地震のときどの

よう な状態になるのかを体験できます。6

月からは、阪神・匹m 人震

た、兵庫県南部沖地震も体験できます。ぜ

ひ、地域で の防災活 動に役 立て てくださ

い。申込= 馴練日の6 ヵ月 前から 屁、藤者

多数の場合は抽選) 申・問先= 中央本町

庁舎・災害対策課 　3880- 5011
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あ だ ち を 読 む
ま ち を 探 る

有償刊行物
のご案内

梅雨の季節。雨に降り込められて室内で読書でも、という機会か増え
るのではないでしょうか。話題の新刊本を買うもよし、図書館へ行くも
よし。そんな時、区の刊行物も手に取ってみてください。

本の舞台は、身近なまち。読後は、梅雨の鴫れ間にまちへ出かけてみ
ませんか。足立のまちかちょっと違って見えるかもしれません。

ふ れ る
足立区は、都内では珍しく自然

の多く 殃るまち。そんな足立の自

然にふれてみませんか。

荒
川
の
ヨ
シ
原
に
生
尽
ず
る

奎
武
の
た
‘
'
と
、
そ
の
不
思

摯
な
ま
觚
珊
、
豊
冢
な
イ
ラ
ス

ト
を
交
え
刄
霈
じ
た
1
冊
。

添
付
さ
れ
て
い
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
マ
ツ
づ
私
参
考
に
川
原
に
出

れ
ば
。
槊
晉
霜
ご
し
て
し
ま

・
?
尖
な
噐
茗
の
た
‘
{
と
出

命

客

髱

。

川の生きもの―( 900円)

歩
く

あ
な
た
の
家
の
す
ぐ
隣
に
も
、
文
化
財
か

か
く
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
史
跡
め

ぐ
り
の
お
供
に
ど
う
ぞ
。

足
立
区
文
化
財
地
図
(
1
0
0

円
)約

§
■
1
1の
区
や
都
徊
足

の
又
化
町
が
地
図
に
し
る

さ
れ
た
も
の
。

蘖

ほ

い

く
つ

知
つ
て
い

ま
す

か
。

伊
興
・
寺
町
を
め
ぐ
っ
て
(
1
0
0
円
)

毋
無

翊
区
曠

麥

呂

体
が
い
わ
ば

膃
史
の
署

不

場
f
冫

。
伊
興
・
寺
町
の
1

す

る

、
芦
し
い
イ
ラ
ス
ト
マ

ッ
プ
。

見る 活字だけか本じゃない。美しい写真を十分堪能してくださ叺[

郷土博物館輿示図餓 黄
金
バ
ッ
ト
の
時
代
(
8
0
0
円
)

昭
和
の
前
半
、
日
本
中
Q
冱
だ
I
作

看
た
お
多
く
が
足
立
区
ま
い
t
。
そ
の
不
思
騷
な
魅

力
&
鷽
瘋
や
脣
猥
又
で
紹
心
C
し
て
い
ホ
y
。

浮
世
絵
版
画
展
(
8
0
0
円
)

郷
十
薄
勧
館
所
蔵
の
稈
摎
黜
慰
回
り
p
5
、
匐
盛
冐
を

カ
ラ
ー
写
真
?
虍
介
。
ぽ
尸
庶
民
芸
術
の
華
』
と
う
た
わ

1
1
1

い

江
戸
四
宿
(
1
5
0
0

円
)

千
住
宿
A
u
g
:
川
宿
、
内
藤

新
罵
板
橋
宿
の
江
戸
四
宿

を
憚
y
る
各
区
の
博
物
鰐
、

資
科
館
が
同
時
閲
催
し
た
　

『
特
別
展
江
戸
四
宿
』
の

合
傴
慶
示
目
録
。
各
糲
場
の

闘
係
形
妍
が
紹
介
さ
れ
て

い
家
y
。

学
ぶ

歴
史
を
学
ぷ
。
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
大
地
も
、

長
い
歴
史
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

絵
で
み
る
年
表
　
足
立
風
土
記
(
4
0
0
0円
)

古
代
公
島
代
卷―
の
歴
史
驫
羅
。
絵
や
翼
奮
馭

多
く
便
り
コ
ラ
忝
l
`
U
い
。
哂
が
聊
と
し
て
も
寥
考
書
A
じ

て
も
充
実
9
卜
冊
で
y
。
匣
史
に
興
味
の
苳
{
芳
呵
翼
。
お
そ

ぱ
に
置
い
て
ぐ
だ
さ
い
。

足立風 土記資料
年 中行事( 500 円)
人 生儀礼( 500 円)

『
年
中
行
事
』
は
'
m

か
ら
n
月

ま
で
の
行
事
を
、『
人
生
餓
礼
』
は
、

出
隶
か
叭
彜
琲
窰
で
、
人

生
の
f
曹
の

蔘
p

畆

紹
介
し
た
畆
の

。
羮

迚

の

婁

ぞ

も
、
羮

逅

の
知
ら
な
い
風
習

が
残
っ
て
い
る
か
黔

れ

ま
廿
ん

。

平成6年度売れすじ情報 ( 情報公開課調べ)

調べる 仕事や学校の自由牒顫に、区の資料をご利

用ください。

数字で見る足立
平成六年( 730 円)

足
立
区
の
人
口
か
ら
雁
股
の
利
用
状
況
ま
刄
各
分
野
に

わ
た
る
泰
砌
呎
な
賢
料
を
収
粐
缸
旋
計
I
。
区
政
の
租
y

が
思

そ

罌

旡

カラーマップあだち' 93
( 冊子) ( 1100 円)

縮
尺
1
万
分
の
L
の
地
図
。
バ
ス
略
線
図
や
。
夲
霎

駅
の

バ
ス
の
g
X

掲

載
し
て
い
求
歹
。

炎のなかから生まれた近代( 800円)

文明鬩化の時代、足

立のレンガは、新しい

時代の幕開けら 婀を

担いまし た。足立の近

代史がわかります。・

白図( 30～160円)

使い道いろいろの白

図。縮尺は1/ 5000: か

ら1/ 40000 ま で5 顧

槊用意してあり ます。

読
む

足
立
百
の
語
り
伝
え
　

(
1
5
0
0

円
)

続
・
足
立
の
語
り
伝
え

六
十
六
話
(
1
0
0
0
円
)

刄穹と いう土地にまつわる昔話
を、あな たのお子さんにも伝えて

ください。

千
住
の
七
不
思
議
を
ご
存
じ
で
す

か
。
伝
説
、
神
鬣
瓸
こ
り
、
均
名
の

欒

な
ど
、―

な
罌
a
芥
。
穏
事
桑
じ
9
手
。

主な有償刊行物一覧( 抜粋)

● ここで紹介した本は、情報公開諌・区政買料室( 千佳本庁合・中央本鬮手杏)
で飯売しています

03882- 1111 ㈹( 千住本庁舎)

O3880- 5001( 中央本笥庁舎)

あだち公園物語

( 7 ) しょうぶ沼公園
( 谷中2- 4- 1)

北
綾
瀬
の
駅
へ
向
か
つ
電
覃
の
{
}
か

ら
、
木
深
い
林
が
恩
凡
7
4
羊
チ
。
駅

を
出
れ
ぱ
y
ぐ
目
の
荊
は
公
園
。
木
々

の
閠
を
唇
¥
仔
く
ど
。
今
な
ら
き
っ

と
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
と
出
会
・
蜃

蚕

。

か
つ
て
'
』
の
一
帯
は
。
野
汞
¥
シ

ョ
ウ
ブ
が
咲
觜
み
だ
れ
て
い
た
と
'
か
。

瞬
れ
の
日
は
匆
只
ん
、
雨
の
刪
も
ま

夲
乙
。
2
千
枷
株
の
花
`
?
月
い
っ

ば
い
楽
し
め
ま
す
。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

6
月
初
め
に
碧

窟
の
用
紙
を
郵
送

」ぶ
r
だ
。
裏
况
届
は
、
平
成
7
年
度
(

平
虞
工

百
月
1
8
年
5
月
)
の
手
当

を
尋
吁
'
{だ
め
に
必
晋

筬
け
で
f
'。

送
付
さ
れ
か
讌
包
鴈
に
記
!
£
‥て
い

ゑ
扁
棊
攪
昭
し
、
必
婁
事
項
を
記
7
(
Q

冫
曲

封
{
逗
信
用
封
筒

碧
甼
不

要
}
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
曷
拠
届

が
提
出
寰
忿
い
場
合
は
、
a
月
か
ら
9

无
ヨ
が
羮
一
K
れ
な
ぐ
な
n
4
ヂ

。

狠
賛
厩

、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
で
泓
婁

と
な
ひ
豕
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
ぐ

だ
さ
い
。
な
蚕
留
窟
の
用
甎
p
届
い

て
い
な
い
方
は
、
児
囂
罰
虞
佩
へ
にヽ蓮

絡
ぐ
だ
さ
い
。

期
限
=
6
月
3
日

問
先
j
t
住
本
庁
舎
・
思
耳
叨
虞
係

保
育
園
の
入
園
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
婀
気
等
の

理
由
に
よ
n
乳
幼
児
の
保
育
が
で
悪

い
方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受

け
忖
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齡
に

よ
っ
刄
唏
霽
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
浬
婦
の
い
罍

瓰
が
、
経
済
的
な

珊
田
で
出
産
茸
用
童
菱
葦

と
が
困

劈
徭
合
、
無
料
裘
ほ

安
い
費
用
で

入
院
・
出
産
の
で
賣る
「
入
院
助
産
制
!

が
あ
2

チ

。

対
象
=
妊
娠
r

ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1

万
1
千
瞋
円
以
下
の
世
帯

申
・
問

先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

『
(
親
)
医
療
証
』
を
お
持
ち
の
方
へ

都
外
q
i
l

閧
で
受
粐
し
た
り
。

医
療
証
盒
雰
ず
に
辱
酥
レ
だ
時
は
、
-

の
刄

必

ず
領
収
書
(
①
受
鑿
民
名
②
診
療
年

月
日
③
保
険
靡
檠
習
己
負
担
金
額
⑤

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
や
ら
の
)
を

蠢
駈
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。
自
己
負
相
額

の
肩
付
9
函
竇
ほ
①
領
収
書
②
印
か

ん
③
甲
請
者
名
義
の
口
座

覓
便
局
以

外
)
函
膠
毆
証
⑤
健
康
保
険
証
を
育

病
諜
窓
口
に
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。

※

保
険
証
が
豕
わ
っ
た
時
は
澎
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
保
険
黔
穽
に
も
、

住
所
・
氏
套
2

澀
篥
苳
'
便
っ
て

い
る
方
の
状
況
が
豕
む
っ
た
時
は
、
変

更
の
届
け
が
必
要
で
す
。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
児
簒
蕕
係

重
度
障
害
者
宿
泊
行
事

介
助
補
助
者
募
集

詼
桴

事
の
介
助
補
助
者
を
募
S
U

ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
し
て
み
ま
廿
ん
か
。

日
時
=
7
月
6

・
7
日
(
L
泊
2
旦

場
所
=
加

須
青
年
の
冢

対
象
_
°
o。鎭

～
4
0歳
く

ら
い
の
健
豕
な
男
女

内
容
=
重
度
障

害
者
の
介
助
補
助

定
員
=
若
干
名

謝
礼
=
6
千
円

※
宿
泊
費
、食
費
は

無
料
、
傷
害
保
険
付
き

申
・
問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
ター

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

子
供
の
保
育
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
福
祉
員
・
児
童
緊
急
一
時
保
護
者
募
集

□
家
庭
福
祉
員

屋
間
勣
め
て
い
る
た
め
、
子
供
【
生

後
】
週
以
脊
蘊
禾
禹
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
き
な
い
お
母
さ
ん
の
垈

ぢ

に
、そ
の
孟
蒙
葆
育
す
る
仕
亊
で
f
'。

対
象
=
区
内
に
居
斈
夊
佩
畿
～
6
0歳

ま
で
の
、
保
母
、
教
員
、
看
護
婦
、
ま

た
ほ
助
産
婦
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
供
(
生
後
冫
刀
月

以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
思

の
世
話
が

で
齊
な
い
お
母
煢
叺
だ
め
に
、
一
時

的
に
そ
の
子
供
奎
惆
か
る
仕
事
で
す
。

対
桑
=
区
内
に
居
住
し
、
2
5歳
～
5
0繻

ま
で
の
児
童
の
保
音
経
験
の
あ
る
方

―
―
い
ず
れ
も―
―

※
施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す

申
先
遲
趾
積
晢
齧
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

問
先
H
千
住
本
庁
舎
・
保
音
第
一
係

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
ほ
、
脳
卒
中
や
事
故
、
難
病
な
ど

で
冊
体
が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ピ
ひ

訓
練
を
希
顰
I

芳
に
次
9

吹
な
訓

練
夲
行
つ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
袞
脊

ぐ
だ
さ
い
。

対
象
柚

鍼

以
上
で
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民

(お
お
馼

郤
歳
ま
で
)

訓
練
内
容
=

マ
ヒ
し
な
器
夕
吁
で
な
ぐ
全
灰
一の

機
能
i

哭
限
に
牛
六
子
ひ
(
ピ
リ
訓

練
/
言
葉
の
不
自
臾
芳
の
た
め
の
言

語
訓
練
/
再
発
防
止
の
た
め
の
健
康
管

理
/
家
事
・
更
衣
・
入
浴
な
ど
の
助
作

訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹
介

作
威
/
外
出
訓
練
や
交
通
機
関
利
用
訓

練
/
雲
=
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
開
拓
/

就
労
に
向
け
て
の
援
助
*

通
所
は
送

禰
(
ス
も
利
用
で
耆
豕
'
。
ご
相
談
く

だ
さ
い

楊
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
e
)
5
3
7
0

西
部
障
香
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
n
c

※
国
導
4
号
線
(
日
光
髢
唇

の
東
側

お
よ
び
千
住
地
区
の
方
は
東
部
へ
、
4

朞
練
西
側
お
よ
び
か
台
・
宮
城
・
新
田

地
区
の
万
ほ
西
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

家
族
介
護
者
教
室

受
講
者
募
集

日
時
=
6
月
1
4
R、
午
後
1
時
～
4
時

榻
所
H
ゆ
う
あ
い
の
郷
六
月

内
容
=

高
齢
者
の
介
護
技
術
(
車
椅
子
、ペ
ッ
ト

な
こ
へ
の
移
動
動
作
、
安
楽
の
と
り
万

翕
こ
)

霞
7

藤
巻
和
博
氏
(
=
蓆

グ
リ
I
ン
病
院
、
理
学
療
法
士
)

定

員
H
3
0人
程
度

費
用
=
無
料

申
込
H

当
日
直
接
会
場
へ

※
な
お
、
年
間

の
予
定
纛
に
し
た
が
つ
刄
冐
介
護
者

慾
簍
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い

問
先
=
高
齢
社
会
対
策
課

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
生
活
実
態
調
査

高
齢
者
の
方
々
の
盂

亟
鯒
や
意
識

を
把
仰
し
、
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
推

淮
忌
葹
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
荼
礎

麝

夲

希

め
、
高
齢
者
忠
蓄
頑

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
杏
砥
2
回
'
劵

け
で
行
い
ま
ゐ
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□
一
次
調
査

亶
苡
上
の
方
の
串
か

盒
窄
為
抽
出
し
た
3
千
聊
人
程
唇

対
象
に
a
月
に
行
い
家
歹
。
調
杏
票
は

郵
送
し
、
地
域
の
民
生
耆
禺
が
訪
問
し

て
回
収
し
ま
す
。

□
二
次
調
査

一
次
調
査
の
回
答
者

の
中
か
ら
、
ね
た
き
ひ
に
堊
i

布
万

等
を
対
象
に
9
月
ご
ろ
行
い
ま
す
。
区

職
員
衷

ぽ
民
生
委
員
が
訪
問
し
て
調

譽
跖
い
零
歹
。

問
先
日
高
齢
社
会
対
策
課
推
進
係

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

□
作
業
療
法
士

資
格
H
作
業
療
法
士
の
国
家
資
絡
を

お
持
ち
の
万

定
一
=

よ

勤
務

日
等
=
1
日
1
時
間
、
週
3
日
、
平

成
7
年
1
月
か
ら
動
務

報
酬
日
日

額
1
万
8
千
円

勤
務
場
所
・
申
・

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
l

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

□
看
護
婦

轜
務
=
障
害
幼
児
の
保
健
指
導

助

務
日
日
1
日
1
時
間
、
週
i
日

勤

務
場
所
・
申
・
問
先
=
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

爲

島
通
所
訓
練
施
設
内
)

(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

※
く
ゎ
し
く
は
お
間
い
ふお
せ
ぐ
だ

さ
い
。な
お
、そ
れ
ぞ
れ
勤
務
場
所
が

異
な
り
乖
ゐ
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

足立区奨学生募集
内
容
H
平
成
8
年
4
月
か
ら
の
足
立

区
奨
学
生

尿
用
候
補
者
)
を
募
集

し
て
い
ま
す

対
象
日
応
募
で
鴦
る

の
は
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
哢
だ
し

て
い
る
方
/
足
立
区
内
に
引
き
羂
き
1

年
以
上
居
倖
し
て
い
る
方
/
経
済

的
理
由
に
よ
n
蓚
学
が
困
雛
で
同
種

の
学
豐
葦
膿
か
か
急
旨
鷽
け
て

い
な
い
方
/
都
内
袤
5

建
学
可
能

な
近
県
に
所
在
す
杢
(
学
・
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校

(修
業
年
限
2
年
以
上
の
専
門
課
程

茹
£
¥
(
学
入
學
賓
格
鷽
ヲ
9
れ
る
修

業
年
限
1
年
以
上
の
高
等
課
程
)
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
方
(
在
学
中
も

可
)
/
学
業
成
績
が
艮
好
で
心
身
と
も

に
健
余
な
方

募
集
予
定
人
員
と
責
付

額
=
別
表
り
ζ
お
り

申
込
=
区
立
中

学
校
1
年
生
は
各
中
学
校
/
そ
の
他
の

還
謚
務
課
振
興
係

期
間
叱
&

釶

日
～
3
0
E
問
先
H
千
住
本
庁
舎
・
学

務
課
振
興
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

募集予定人員と貸付額 ( 平 成7 年度貸付 額)

建
築
物
の
応
急
危
険
度

判
定
員
の
登
録
募
集

東
京
都
で

は
平
成
7

零
度
か
ら

{
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
J
M
S

足
さ
せ

。
応
急
危
険
度
判
}
貨

の
登

録
を
㎝
i
F

だ

。
一
般
の
建
築
士

の
万
々
か
ら
5

急
危
険
度
判
官
真
の

登
録
を
し
て
い
た
だ

り
る
方
夲
鳶
篥

し
豕
歹
。

東
京
―

士
の
万
を
対
象
に
7

月
1
9
吁
、
9

月
8

易

苜

の
I

回
、
地
震
後
の
建
物

の
応
急
危
険
度
判
定
方
法
に
つ
い
て

講
豐

蒙

鴟
催
し
ま
す
。
講
習
後
は

「防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登

録
丁
9

左
に
な
2

ヂ
。
く
わ
し

く
は
。
各
区
役
所
等
に
備
え
付
け
の

募
集
案
内
鬢
に觜
く
だ
さ
い
。

申

込
受
付
=
a
月
1
a
か
ら

問
先
=

都

都
市
計
-

腑
鑷

　
(
5
3
8
8
)
3
3
6
2

軸
東
京
瑤
築
防
災
セ
ン
タ
ー

(
3
4
4
8
)
0
8
8
8

千
住
本
庁
舎
・
建
籍
導
課
調
査
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
i

㈹
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国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
急

と
に
y皈
簔
で
、

区
内
恒

尤
で
い
る
万
(
外
国
人
を
含

む
)
は
。
万
一
の
男
気
や
ヶ
ガ
に
孝
凡

て
。
必
ず
公
的
な
優
果
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ぱ
晋

畧
4

勤
務
先
の
健

康
保
険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し

て
い
な
い
{
a

、
i

廳

嚴
保
険
へ
の

加
入
が
£
堺
f

心た
だ
し
、
妛

萇

護
受
給
9

ほ
除
く
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

僉

泰
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
汲
霊
k

劣
や
そ
の
扶
柬
冢
族
の

方
は
、
蒙

廡
康
保
険
に
加
入
す
昏
甼

続
き
が
ぷ
I
{で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
一昔

か
§
茘
の
ぼ
っ
て
か
か
2

ぞ
か
、

医
療
給
付

倶
険
診
療
扱
い
)
は
原
則

と
し
f
毎
か
の
ぼ
ひ
畧

ん
の
で
、
早

め
に
手
続
素
蔘
C

て
ぐ
だ
さ
い

。

申

込
=

職
場
-

証
明

書
(

資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退

職
証
明
挙
な
ど
、
や
め
た
月
a

が
確
認

で
き
る
も
の
)
、
届
出
人
の
印
か
ん

。

届
出
人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
胥
る

も
の
{

運
転
免
肝
駈
な
ど
顔
写
真
貼
付
9

一
}の

。
た
ぎ
し
、
お
持
ち
で
な
い
方

や
代
翠

人
の
場
合
は
不
要
)
/

家
族
が

す
で
に
一

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ゑ

偸
ほ

、
―

窿

愿

廣

証
/
7
0
歳

未
満
の
万
で

。
厚
生
年
金

、
共
済
年
金

(一一
罠

年
金
奮
陬
く
)

の
受
給
者
ほ

、
-

一

を

窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の

方
)

の
播
合
や
、
住
所
・
氏
夊
が
確
認

で
忝
な
い
と
忝
は
、
保
険
咥

衂

苜
郵

泌
£

貧
ま
す
。

□
就
職
し
た
ら
や
め一軍

続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
堤

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
。
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
臉
茗
め
る
手
続
忿
怒
餮
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
謇
篦
な

い
と
。国
民
壥
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
求
す
。
必
T
や
め
る

手
譽
審
し
て
ぐ
だ
さ
い

動
務
先
の

健
康
保
険
証
。
国
民
健
康
保
険
証
、
届

中
(
の
印
か
ん
岑
窓
口
に
持
笋
)
。

※
い
ず
れ
も
、
窰
温
n
a

以
内
に
手

僭

審
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
先
=
各

区
民
事
務
所
袰
ほ
隱
罠
壥
唇
辰

課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

飃

年
金
の
年
金
額
が
、
平
成
7
年
4

月
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
(

表
2
)
。
な
お
、
新
年
金
額
で
の
支
払

い
は
l
a
分
か
ら
(
去
齬
福
祉
年
侖
ほ

艮
芬
か
ら
)
で
す
。
問
先
日
中
央

本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
-
6
5

表2　 平成7 年度年金額表 ( スライド 率1. 007)

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

m罠
年
金
の
保
険
料
を
嗣
め
な
い
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
ぐ
と
、
将
来
年
金

糞
冠
χ
忝
な
い
'
y
か
あ
り
i
y

。

経
済
的
な
事
情
や
病
気
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
駟
め
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
印
か
ん
・
年
金
車
塵
素
ほ
納
付

謇
螽
蔘
し
国
民
年
龠
課
・
区
民
事
務

所
で
甲
腆
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
学
生
の
方

で
免
除
を
希
享
呑
場
合
は
、
必
要
一

類
が
違
い
末
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。

問
先
乱
t
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

6
0歳
説
明
会

日
時
=
6
月
2
0
E
(火
)
、
午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
一
回
(
受
付
は
、
開
始
3
0

分
駮
か
ら
)

場
所
基
筴
本
町
庁
舎
3
0
2

・
災
羅
室

対
象
晶

扣

…一年
r

月
2
日
～
昭
和
1
0年
且
月
L
a
生
袤

‥

の
方
(
対
象
者
に
は
別
僵

茹
)

内

容
蕊
蓋

制
度
の
仕
組
み
と
客
罕

続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
潼
用

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

生

活

環

境

古
千
谷
・
舎
人
地
区
の
方
は
住
所
の
表

し
方
が
7
月
2
4日
か
ら
変
わ
り
ま
す

□
住
所
の
表
し
方
が
変
わ
る
地
区

古
千
谷
三
・
四
・
五
丁
目
の
全
域
、

今
人
二
・
三
丁
酊
}の
全
城
と
舎
人
一
丁

目
、
入
谷
町
、
古
千
谷
町

舎
人
町
お

よ
び
東
伊
興
町
の
各
一
部

□
番
地
か
ら
住
居
番
号
に
変
わ
り
ま
す

住
居
表
示
は
。
建
物
に
番
譽
審
け
i

添
豕
罍
r
¥
ヂ

。
今
ま
で
の
「
番

地
」
は
、
住
居
表
示
を
実
篳
y
る
7
月

習

か
急

梛

蜃

芫

。
新
し
い
住

居
番
号
の
通
知
な
ど
は
、6
月
中
に
配

布
し
ま
す
。

□
各
履
物
に
は

戸
番
標
」
を
取
n
苻

け
豕
す
。
ま
た
、
町
の
街
区
番
号
冴
罘

す
「
街
区
表
示
螟

の
取
り
付
g

祥

い
ま
す
。

通
知
な
ど
の
配
布
、
戸
番
標
の
取
り

付
け
作
業
は
、
区
の
腕
章
膏
可
け
た
委

駝
蘖
者
が
行
い
ま
す
の
で
、ヽ
姐

力
を

お
願
い
¥

チ

。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示

担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

馬
車
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
入
谷
中
郷
北
公
園
」

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
圭

可
能
に
な
9

阮
だ
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
都
・
下
水
道

局
小
菅
分
室

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
甘
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
虞
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能地域

ご
存
じ

で

す
か

前
納
報
奨
金
制
度

特
別
区
民
税
・
蔔
民
税
の
普
通
徴

収
4
ほ

、
6

月
3
0
日
ま
で
に
一
度
に

年
税
額
を
駟
め
'一
と

、
前
納
報
奨
金

が
支
払
む
れ
ま
す
。
金
額
は
全
期
前

納
用
納
付
一

に
記
霏
し
て
あ
り
ま
す

傘
4

期
分
の
I
…
缸
一
に
相
当
す
る
額

で
旦

々

羊

円
限
度
)
。
納
め
る
と

費
ほ
、必
ず
「
全
期
前
納
用
椚
忖
書
」

を
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
(
あ
ら
か
じ
め

報
奨
金
額
は
差
し
引
い
て
あ
り
ま

す
w
。

納
付
=
各
金
融
機
関
、
区

民
事
務
所
。納
税
課
窓
口

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
収
納
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
0
9

掲
示
板

□

短
期
講
習
受
講
生
募
集

『
パ
ソ
コ
ン
(
初
級
)
」
科
・・・
日
時
=
7

月
2
0
・
2
1
吁
、
午
後
6

時
s
1

時
2
2

・
2
3吁

、
午
前
1

時
～
午
後
4

寺
1
5

分

対
象
H

初
め
て

パ
ソ
コ
ン
を

習
得
し
ぶ

冫
1
9

汪
職
者

定
員
_
U
>

人

意
K
=
5

千
8
0
0円

受
付
=
6

月
1
3
R
、
午
後
6

時
ま
で
に
直

接
来
校

『
家
員
木
工
(
学
科
・
実
技
)
」
科
・・・

日
時
H
7

月
1
3
・
1
8
・
1
9
・
2
0
R
、

午
後
1

時
卜
旦

眤

芬
1
6
m
'

午

前
1

時
～
午
後
4

呼
巧

分

対
象
=

一
般

定
員
卜
印
人

費
用
H

か
千

回
円

受
付
=
6

既

曾

、
午
後
6

時
ま
で
に
直
接
来
校

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
先
量
服
(
定
員
奮

警

笛

場
合
は
抽

選
)

場
・
申
・
問
先
↓

等
職
業
技
術
専
門
校
・
能
力
開
発
係

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□

や
さ
し
い
労
働
法
(

足
立
教
室
)

日
時
=
7

月
4

・
6
・
U

口
、
午
後
6

時
1
5
分
s
8
s

恥

分

襦
£
=

北
千
住

駅
ビ
ル
冫
階
W
l
Z

サ
ロ
ン

内
容
卜

就
巣
規
則
の
作
成
・
改
正
雇
用
保
険
の

解
説
ほ
か

講
師
=

松
岡
二
郎
氏
(
宇

都
宮
大
学
講
師
)
ほ
か

定
員
H

聊
人
(

先
着
順
)
S

用
H

無
料

申
込
卜

電
話

申
・
問
先
日
都
・
王
子
労
政
事

務
所

　
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□

高
齢
者
の
た
め
の
実
践
J

汪
ヴ
|

『
庭
木
の
管
理
(
刈
り
込
み
と
剪
定
)
」

受
講
者
募
集

期
間
=
7

月
2
4
日
卜
&
月
2
2
日
(
1
6
日

聞
)

場
所
=
東
京
芸
術
大
学

対
象

卜
～

講
習
後
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
植
木
の
刈

り
込
み
と
剪
定
の
仕
事
に
従
事
で
青
る

方

定
員
=
&
・
(
!
E
=

無
料
(
傷

害
保
険
・
植
木
は
戈
み
詈
隰
頁
想

申
込
瓦
'
榎
「
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
今
・
¬
庭
木
の
管
理
」

希
輦
と
明
配
の
冫
砒

送

期
限
H
6

以

肓
必
着

申
・
問
先
=
(
財
)
東
京

都
高
齢
者
亊
萎
韲
財
団

〒
1
6
2
新
宿

区
神
楽
河
岸
1
1
1

(
3
2
6
7
)
4
1
1
0

□
城
北
養
護
学
校
公
開
授
業

日
時
日
6
月
2
0日
(
火
)
、
午
前
9
時
2
0

分
～
午
後
L
時

場
・
問
先
=
都
立

城
北
養
護
学
校
・
教
育
相
談
部

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
国
有
地
の
売
り
払
い

入
札
予
定
物
件
H
谷
中
i
-
5
-
5

爲
・
2
8㎡
)
/
江
北
5
1
1
5
9
7
1
L

ほ
か
一
筆
(
千
1
7
3・8
7㎡
)
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□ 6 月の防災キ ャンペーンテーマ「危険物の知識 ・理解を深めよう」、「集中豪雨などの水災に備えよう 」《東京消防庁》
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国保指定保養施設( 参考)

※ 料金は、契約料全から助成全(大人3, 000円・子供1, 500円) を引いた1 泊2 食付きの金額です

※ 区民事務所、文化・スポーツ公社では申し込みできません。ご注意ください

お気軽にご利用ください

高齢者の就業についての
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表1　 出張相談日程

※ いずれも午前10時～午後3 時。(酉新井区民ギャラリーは午後4 時まで)

情 報 コ ー ナ ー

ちびっこ野菜収穫オリエンテーリング
日時=7 月22 日(土) 、午前9 時集
合 場所= 加平小学校 対象= 区
内在住の小学生以下のお 子さ んと
その親50組( 抽選) 内容= 親子で
クイズをしながら各農園を 回り、
野菜( ジャガイモ、小松粟、柿 豐
等) を収穫します ※ 弁当、水と
う、軍手、レジ ャーシートt 持参
し てください 費用= 無料 申込=
往復 ハガ キに 住 所、 親子 の氏

名、年齢、電話番号、「ちびっこ野
菜収穫オリエンテーリング希望亅
と明記( 返信用にも住所 、氏名を

記入してください) 期限=7 月7
日必着 主催 足立又唐篳牛 庠

者ク ラブ 申・問先= 中央本町 庁
舎・農産係 〒120 中 央本 町1- 17- 1

　3880- 5118

青年センターの催し

『いま』を生きるアイヌ

――世界の先住民の動きの中で――
日時・内容・講師= 表2 対象=
菁年男女 定員=30 人( 先着1匱)
費用= 無料( 「刺し ゅう」のみ材料
貴実費カW 要ヽになり ます) 申込=
電話

表2

※いずれも時間は午後6 時30分～8 時30分

生きるよろこび を子どもたちに

――〝いじめ〟のない社会をめざして――

日時嬉= 表3 対象= 関心のある
方ならどな たでも 定員=30 人
費用= 無料 申込= 電話
――いずれも――
● ・申 ・問先= 青年センタ ー
113890- 0061

表3

※ いずれも土曜日、 午後3 時 ～5 時

女と男のフリースペース

「清水ケンゾー氏に
きくアウトド ア・ライフ」

日 時=6 月23日( 金) 、午後6 時30
分～8 時30分 対象= 区内在住・
在勤・在学の方 ゲスト= イラス
トレ ーター濁水ケンゾー氏 内 容=
自 然の中では、日ごろは気づか

な かったお互いの長所を発見でき
たり 、インド アでの男女の役割分
担が逆転し たりもし ます。アウト
ド アではどんな 楽し みが待ってい
る の かを 伺 い ま す 定 員=20 人
(先着順) 費用= 無料 申 込=
電話 場・申 ・問先= 女性総 合セ
ンタ ー 　3880 ―5222

郷土博物館
地域講座「板碑を調べる会」

区内の寺院などに残された中世
の石造物[ 板碑] を拓本に取り、
ヵ- ド づくりをし ながら調べてま

わります。 日時= 毎月第3 土曜
日午後( 6 月は、17日午後2 時か
ら郷土博物 館に て) 場所= 区内
各地 定員=10 人( 抽選) 申込=
往復はがき( 1 人1 枚まで) に

住所、氏名、年齢、地域講座 「板
碑を調べる会」、参加動機を明 記
期限=6 月13日必着 申・問先=
郷 土博物 館 〒120 大谷田5- 20- 1113620- 9393

6月27日　臨時休館します
害虫・カビなどの防除作業を行

うため、平常の休館日( 6 月26日)
のほ力X6 月27日( 火) カ蜀匐玲休
館になり ます。

消費者センターの催し
暮らしっくスクール公開講座

「暮らしと法律――食の国際化、
今なにが問題か?」

日時=6 月27日( 火) 、午後6BS30
分～8 時30分 講師= 神山美智子
氏( 弁護士) 定員=30 人( 先着
順)

消費者講座受講生募集
「それ食べても大丈夫? 」

――輸入食品は安全か――
レ モンやリンゴだけじ ゃない。
魚に大豆に小麦粉… 。あなたの食
卓は 輸入品だらけです。 輸入食品

の管理と検査の犬、Sを知り、一番
気になる安全性を考え ます。 日
時・内容・講師= 表4 のとおり

いずれも
柵所= エル・ソフィア 対象= 区
内在住・在勤の方 費用= 無料
申込= 電話 申・問先= 消費者セ
ンターJ S3880 ―5385

表4

※ いずれも水曜日、午後2 時～4 時

さわやかな夏の香りをお届けします

夏 花
品

評
会

日時=6 月13日、午後1 時 ～5 時/6
月14日、午前9 時 ～正午 場

所= 産業振興館 内容= 区内の花
き農家が栽培した夏菊、ユリなど
約150点を 展示 ※ 13日は 午後1
時、14 日は午前1( l埓か ら先 着100

人に切り花を配付し ます 問先=
中央本町庁舎・屠岸係
3880 ―5118

ご
協 力 を お 願 い し ま す 図書館の臨時休館
次の図書館では、図書特別- a 翌

のため休館し ます。ご不便をおか
けしますが、他の図● 館をご利用
ください。 　佐野図● 館=6 月12
日～6 月21日 　常柬図書館=

6 月14日～6 月23日 　江北図書
館=6 月18日～6 月27日 　中央
図書館=6 月24日 ～7 月5 日 問
先= 中央図● 館
3840- 4646

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています C. T. F. 　240, 000


